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地域支え合い研修を終えて

地域支え合い研修

地域づくりの木とは・・・ふだんの
暮らしぶりから・・・

成年後見制度は、認知症や障害などの理由により、自分ひとりで契約や財産管理が難しい方
を対象に、選ばれた成年後見人等が本人の意思や心身の状態に配慮しながら、福祉サービスの
契約や財産の適正な管理を支援する制度です。
説明会では、成年後見制度について初めて学ぶ方にもわかりやすい内容でご説明いたしま

す。ご家族の中で制度の利用が必要か検討されている方や、将来に備えて制度について知りた
い方など、どなたでもご参加いただけます。ぜひお気軽にご参加ください。

日　　時
・11月 30日(日)　9:30～11:00
・12月   9日(火)　9:30～11:00
※説明会は2回とも同じ内容です。どちらかにご参加ください。

対　　象 市内在住・在勤の方

会　　場 社会福祉協議会 本部(栄3-1-2　尾張一宮駅前ビル4階) 

定　　員 各日15名程度
（応募多数の場合は抽選となる場合があります。）

申 込 み

10月24日(金)まで
下記URLまたは右記二次元コードから申込みフォームでご応募、
もしくは一宮市成年後見支援センター(℡85-8828)までご連絡ください。
https://forms.gle/gPzMNYyF7ZeSVaoHA

一宮市成年後見支援センター
参加費
無料

「デフリンピック」「デフリンピック」
「デフリンピック」は、耳がきこえない ( 英語で「デフ」)・きこえにくい人のための「オリン
ピック」です。そして、100 周年の記念すべき大会となる「東京 2025 デフリンピック」( 初
の日本開催）が 11月 15日から 26日まで行われます。この大会は、国際手話の使用や、ラ
ンプや旗、審判の手による合図など、選手への視覚的な情報伝達に特徴
があります。また、選手に伝わるよう動作を工夫した応援スタイルであ
る「サインエール」も新たに作られています。競技の様子は、動画で配信
されます (※)。オリンピックとの違いや共通点、応援にも注目しながら、
会場の空気を感じてみてください。

7月30日(水)、今伊勢公民館にて研修を開催し、
連区長、地域づくり協議会長、町会長、民生児童
委員、ふれあいいきいきサロン運営者、ちょこボ
ラサービス協力会員の方に参加いただきました。
最初に、講師の特定非営利活動法人全国コミュ

ニティライフサポートセンター宇城絵美氏から
「地域のお宝を見つけよう！」と題してふだんの
暮らしぶりから見えてくる【人と人とのつなが
り】や【暮らしの中での気にかけ合い】ちょっと
した困りごとを頼り・頼られ、支え合う関係＝
『地域のお宝』と呼ぶと教えていただきました。

皆さんのふだんの暮らしぶ
りを付箋に書き出し、それ
が、どのような意味を持つの
か、カテゴリ分けを行いまし
た。

付箋に書いた活動を葉(公による見える
支え合い)、幹(地域による見える支え合
い)、根っこ(暮らしのなかでの見えにくい
支え合い)の部分に分け、地域づくりの木
を描きました。根っこの部分が最も多
く、ふだんの暮らしを支える根っこの活
動が見える化されました。

研修中、特にグループワークでは終始会話が
途切れることなく暮らしぶりを皆さん楽しく
語っていらっしゃいました。ふだんの生活につ
いて話すだけですが、当たり前のように行って
いることこそが、実は大切なつながりだと思い
ます。皆さんの地域でも「地域支え合い研修」
を開催してみませんか？

連絡先：本部(℡85-7024）

※大会公式ウェブサイト
東京2025デフリンピック大会エンブレム
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